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図 1 ベネッセ（2016）「「Education2030 プロジェクト」の能力概念と「学力の三要素」の重なり」
VIEW21 教育委員会版 vol.2、p.4 より抜粋 
図 2 教育課程企画特別部会補足資料（4）（2015）「カリキュラム・デザインのための概念と
「学力の三要素」の重なり」p.165 より抜粋 
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OECD 教育局シニア政策アナリストの田熊（2016）は、「キャリアガイダンス vol.412 」(2016.5 リク
ルート進学総研)の特集記事「OECD が考える EDUCATION 2030」において、「行動を生み出すに至る知
識・技能・コンピテンシー等の相関関係」（図 3）と「2030 年の社会を生きていくために必要な力」（図
4）を以下のように整理している。
図 3 田熊（2016）「行動を生み出すに至る知識・技能・コンピテンシー等の相関関係」 
キャリアガイダンス vol.412、p.32 より抜粋



















































・「第 2期教育振興基本計画(対象期間：平成 25 年度～平成 29 年度)」閣議決定（2013/6/14）
 本学部が育成する「人間力」、「教育力」、「実践力」を支える資質･能力としては、以下の答申等に
示された内容を反映させている。「人間力」、「教育力」、「実践力」の汎用性は高く、例えば、前掲の

































































つの AP、7つの CP、7つの DP および履修カルテの 7つの能力要素を抽出し、我が国にて提唱されてきた
キャリア形成に関する諸能力の指標、「Education2030」（2018）を参考として能力項目を立て、第３






























































































・新しい価値を創造する力（Creating new value）：新しい製品やサービス、新しい社会モデルを 
他者と協力して産み出す力。適応性、創造性、好奇心、他者をオープンに受け入れる心 




































































人間力 教育力 実践力 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 
AP1 教職に就く（就職する）ことに意欲や関心がある ○ 













人とは異なるアイデアを考えようとする ○ ○ 
CP1 
DP1 
人間的社会的に成熟している ○ ○ 
CP2 
DP2 
教育（就職先の職業）に対する使命感をもっている ○ ○ 
CP2 
DP2 
教育（就職先の職業）に対して情熱をもっている ○ ○ 
CP2 
DP2 





CP4 個々の［子どもの］状況を理解する力を身につけている ○ ○ 
CP4 集団を指導する力を身につけている ○ ○ 
CP5 自己教育力のためのセルフマネジメント能力を身につけている ○ 
CP5 その場限りではなく、将来を見据えて学ぶ能力を身につけている ○ 
CP6 
DP3 
他者とチームを組んで活動できる力を身につけている ○ ○ ○ 
CP6 
DP6 
学校内外の人々と連携する力を身につけている ○ ○ 





国際的な感覚を身につけている   ○     




   ○  ○  
DP5 自己の学習を振り返り、自らに必要なものは何か自覚できている ○       
DP5 理論と実践を結びつけた研修を継続的に行っている ○       
履 1 学校教育についての理解が進んでいる      ○  
履 2 子どもについての理解が進んでいる      ○  
履 3 他者との協力を身につけている  ○      
履 4 コミュニケーション能力を身につけている  ○      
履 5 教科・教育課程に関する基礎知識・技能を身につけている   ○     
履 6 教育実践する力を身につけている       ○ 








24 年では 410 大学（全体の 55％）であったのに比して，平成 27 年では 585 大学（同 78％）であった。
また，履修系統図（カリキュラムマップ、カリキュラムチャート）2を活用している大学数は，平成 24 年
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